















Dhs）である。P.Olivelle は［Olivelle 2000］で P.V.Kane の年代論 1 を
批判し、Gau 成立の上限を BC 3 C 中としたが、［Olivelle/Davis2018：
21］では更に新しい時代にシフトして、BC 2 C〜 1 C に成立したと主張
している。また、全体が散文（sūtra）で構成されている点は他のダル
マスートラとは異なるが（他の Dhs は 10 数パーセントの韻文を含む）、










と比べると Dhs のそれは明らかに萌芽的である。しかし Gau の場合、
スートラ数で全体の 5 分の 1 を占めているのであって、他の Dhs に
比べて扱いは大きいと言うべきであろう。
　大まかな構成と内容はいずれのダルマスートラにもほぼ共通している





2 ［Olivelle 2000 : 4-10］






























  ─ 63 ─ 

































　・ 婚姻の 8 形式：brāhma, prājāpatya, ārs
4




























れは Gau が（と言うより、Dhs 全般に）家住こそが基本的な生き方で
あると考えているからで、その意味では表中の②は他のヴァルナに比べ
て詳細にすぎる（スートラの数でいうと、バラモン 5 、ヴァイシャ 1 、
シュードラ 16 に対して、王・クシャトリヤは 41）であろう。入門式
（upanayana）の有資格者たる再生族（dvija）に共通する職務である
ヴェーダの学習（adhyayana）、自身のための祭祀（ijyā）、布施（dāna）




































  ─ 61 ─ 















































anyas tam upajīvet tadvr
4









 / uddhāraś cāpr
4
thagjaye /anyat tu 
yathārham
4












　徴税は王の重要な職務の 1 つである。Manu は財政（artha、kośa）を
国家経営の要素として重視しており 9、適切な徴税がこれを基礎づけて
いるのである。税を意味する術語には kara、bali、śulka などがあり 10、
Gau はこのいずれをも用いる点で特徴的である。このうち最も一般的
  ─ 60 ─ 
9  Manu 7.157は、amātya, rāst
4 4
ra, durga, artha, dand
4 4
aの「5要素説」だが、9.292では、












































jātās / prāggāmikās kumāryo mr
4











 / tatdupajīvino vā 
dadyuh
4




　Dhs では通常は bali 供養を意味するが、Manu 以降は農民から徴収す















 vā / 
paśuhiran
4
yayor apy eke pañcāśadbhāgah
4
 /Gau 10.24〜25
農民は［収穫の］10 分の 1、8 分の 1 あるいは 6 分の 1 を bali と
して王に納めるべきである。家畜と黄金からも 50 分の 1 を［納め
るべきである］、とする論者たちもいる。




税を意味する。Gau は śulka を商品もしくは商取引に対する税の意味で








使う。Āp も税を śulka と呼ぶが、その詳細は不明。Vas は「マーナヴァ
のシュローカ」（śloka というが、最後の iti を除くと 1 行 22 音節である）
と称する引用句12 中に śulka に言及するが、税の種別には触れない13。






































商品の場合、シュルカは 20 分の 1 である。根・果実・花・薬草・蜜・




  ─ 58 ─ 
























 dadyāt //Vas 19.25  
両腕で［自ら泳いで川を］渡る者は［渡河料の］100倍支払うべきである。  
なお、Gau 9.32は自力での渡河を禁じるが、その趣旨は危険行為の禁止である。



















であり、ここで問題になるのは「所有」である。これは Manu 以降に 16
主題的に論じられるようになる。







 karmayogaś 17 ca satpratigraha eva ca /Manu 10.115


































 labdham / ks
4



















  ─ 57 ─ 
16  Yāj 2.27~29, 175
17  注 釈 家Kullūkaに よ れ ばprayogaは 有 利 子 の 融 資 でkarmayogaは 農 業 や 商 業。




































 prajāsu syāt /
hitam āsām
4





　このような「総論」的部分は Manu や Yāj には見られるところであり、
Manu 7.14〜53（ 1 〜13 では王の神話的な由来が示される）において、
刑罰の起源、バラモンを敬うべきこと、学問の習得、禁欲的な生活が示
されている。Yāj 1.304〜362 は、王の資質と学問の習得、プローヒタと











































 tathaiva ca /



































ā lokasya upakaroti 
vyasane ʼbhyudaye ca buddhim avasthāpayati 
prajñāvākyakriyāvaiśāradyam
4















































ś ca nyāyato ʼbhiraks
4
et /calataś caitān 







は Manu 以降である。18 に分類された典型的な事案は主として契約を
めぐる民事的な争いであり、そこには婚姻や相続のように私的で家庭内
の問題をも含む。この形式と立項を継承して、Yāj 以降のダルマシャー
  ─ 54 ─ 







































・ 適切な利息：利率と利息の種類（cakra, kāla, kāritā, kāyikā, śikhā, 
adhibhogā）20








は、稿を改めて総合的に論じる予定であるが、Gau は Dhs よりも
Manu や Yāj といった Dhś に近い内容を持っていると言えるであろう。
７ ．まとめ
　P.Olivelle の研究によって Dhs の成立年代がこれまでより新しく措定
されるようになり、Dhś や KA などとの関連性が重要な研究課題となっ
ている。そのような視点から、本稿では Gau のラージャダルマセクショ
ンを概観してみた。Gau は Dhs として伝承されているが、そこには他
の Dhs にはない新しい要素が多く含まれている。全体の構造や各セク
  ─ 53 ─ 
20  ［中野 1932］はこれらを複利、定期利子、約定利子、身体利子、日歩、担保利用
とし、［Olivelle 2000］はcyclical, periodical, contractual, manual body, daily rate, 
use of collateralとする。Manu 8.153にはcakra, kāla, kārita, kāyitaが言及される。 
詳細は［Kane 1962〜75, Ⅲ.416〜61］
21 Vas, Manu, Yājに同様の規定がある。





Davis, D. R. Jr., 2012, Studies in Hindu Law and Dharmaśāstra（Ludo 
Rocherʼs）, London.
Derrett, J.  D.  M. , 1976, Essays in Classical and Modern Hindu Law, 1, 
Leiden.
Friedrich, E., 1993, Das Āpastamba-Dharmasūtra─Aufbau und Aussage, 
Frakfurt am Main.
Kane, P. V., 1930-62, History of Dharmaśāstra, 5vols., Poona.
Kangle, R. P. 1969, The Kautilīya Arthaśāstra, 3pts, Delhi.
Lariviere, R. 1989, THE NĀRADASMRTI, pt. 1, 2, Philadelphia.
Lubin, T. et al, 2010, Hinduism and Law : An introduction, Cambridge 
University Press.
Olivelle, P. 2003, Dharmasūtras, Delhi.
Olivelle, P. 2005, Dharmasutra Parallels: Containing the Dharmasūtras of 
Āpastamba, Gautama, Baudhāyana and Vasist
44
ha（Sources of Ancient 
Indian Law）‚ Delhi.
Olivelle, P. 2005, Manuʼs Code of Law, OUP.
Olivelle, P. 2013, King, Government and Law in Ancient India, OUP.
Olivelle, P. 2015, A Sanskrit Dictionary of Law and Statecraft, Delhi.
Olivelle, P. 2019, Yājñavalkya A Treatise on dharma, Harvard University 
Press.
Olivelle, P. and Davis, D.  R.  Jr, 2018, Hindu law: A New History of 
Dharmaśāstra, OUP.








中野義照, 1932「ガウタマ法典」『密教研究』44, 1932, pp.1-70.


















  ─ 51 ─ 
